
「自学・友愛・自律」 

校内では、子どもたちの真剣な表情や笑顔が交差する日々が続いています。保護者・地域

の皆様には、日頃より本校の教育活動に温かいご理解とご協力をいただき、心より感謝申し

上げます。今回は、避難訓練（不審者対応）、学校運営協議会、そして陸上競技大会激励会

の生徒たちの様子をお伝えいたします。 

１．避難訓練（不審者対応）について 
本校では、不審者侵入を想定した避難訓練を実施しました。こうした訓練は、「万が一」

の事態に備え、生徒一人一人が自らの命を守る行動を身に付けるために大変重要です。 

まず基本として、生徒には「放送ベルが鳴ったら、すぐに静かにする」 

ことを繰り返し指導しています。緊急時には、正確な情報を 

落ち着いて聞くことが命を守る行動につながります。 

また、不審者対応（教室）として、 

• 静かにする 

• 教室を暗くする 

• 机や椅子などでバリケードをつくる 

といった行動が必要であることも確認しました。騒がず、目立たず、安全を確保すること

が重要です。これらは決して日常的に起きてほしくない事態ですが、「知っているかどうか」

「経験しているかどうか」がいざという時の行動を大きく左右します。 

当日は警察の方にもご協力いただき、ご指導をいただきました。その中で、「注意点をし

っかり守り、落ち着いて行動できていた生徒が多かった」と評価いただいた一方で、「一部

では少し落ち着かない様子も見られ、放送の内容が十分に聞き取れていない場面もあった。」

とのご指摘もいただきました。緊急時に最も大切なことは、正確な情報を確実に受け取り、

落ち着いて行動することです。一人一人の意識と適切な行動が、自分自身だけでなく、周り

の人の安全を守ることにつながります。また、万が一の場合には、まず自分の身の安全確保

を最優先とし、近くの大人や周囲の人に助けを求めることも重要です。今回の訓練を振り返

り、全員がより確実に行動できるよう、今後も継続して指導を行ってまいります。 

～保護者の皆様へ～ 

白山市立小中学校より、不審者に関する情報が相次いで報告されております。現在のとこ

ろ、いずれの事案においても大きな被害は確認されておりませんが、引き続き注意が必要な

状況です。学校におきましても、子どもたちへの安全指導を行い、注意喚起に努めてまいり

ます。保護者の皆様におかれましても、日頃よりお子様の安全確保にご配慮いただきますよ

うお願い申し上げます。 

なお、不審者等に関する事案が発生した場合には、まず速やかに警察へ通報していただき、

その後学校へご連絡くださいますようお願いいたします。 
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生徒のみなさんへ～学校を大切に使ってくれてありがとう～ 
「時を守り、場を清め、礼を正す」――本校が大切にしているこの言

葉は、生徒たちの日々の姿に確かに表れています。 

特に、朝の挨拶を自ら進んで行う姿や、教室の整理整頓が行き届いて

いる様子からは、一日のスタートを気持ちよく切ろうとする意識の高さ

が感じられます。整えられた教室には、落ち着いた空気が生まれ、互い

に気持ちよく過ごすことができます。こうした環境の中で学べること

は、大変価値のあることです。 

生徒の皆さんが、日々教室を大切に使い、よりよい学びの場をつくっ

てくれていることに、心から感謝しています。 

２．学校運営協議会より 
本校は「コミュニティ・スクール」として、学校運営協議会を設置しています。コミュニ

ティ・スクールとは、保護者や地域の皆様が学校運営に参画し、学校と地域が連携・協働し

ながら子どもたちを育てていく仕組みです。 

本日開催された学校運営協議会では、委員の皆様とともに、本校の教育活動や現状につい

て意見交換を行いました。 

委員の皆様からは、＊生徒は落ち着いて学校生活を送っている 

＊挨拶がよくできている場面が増えている 

といった前向きなご評価をいただく一方で、今後に向けての課題やご提案もいただきました。 

特に、＊家庭での学習習慣の定着 

＊スマートフォンや SNS の適切な利用 

＊地域の中での見守り体制の充実 

については、学校だけでなく家庭や地域との連携が不可欠であるとのご意見がありました。 

学校は子どもたちの学びの場であると同時に、地域の中で育てられる存在でもあります。

コミュニティ・スクールとして、今後も学校・家庭・地域がそれぞれの役割を大切にしなが

ら連携を深めていくことの重要性を改めて確認いたしました。 

引き続き、保護者・地域の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

３．白山野々市陸上競技大会激励会で 
陸上競技大会に出場する選手の激励会を行いました。 

選手たちには、次の３つのことを話しました。 

１．自分の力を信じて出し切ること 

２．感謝の気持ちを忘れないこと 

３．学校の代表として誇りある行動をとること 

これから大会に臨む選手の皆さんには、これまで積み重ねてきた努力を信じ、それぞれの力

を存分に発揮してほしいと思います。そして、仲間や支えてくださる方々への感謝の気持ち

を胸に、「チーム鶴中」の一員として自覚と誇りを持って競技に臨んでくれることを期待し

ています。また、保護者の皆様には、日々の送迎や体調管理、励ましの声かけなど、見えな

いところで子どもたちを支えていただいておりますことに心より感謝申し上げます。子ども

たちは、その支えを力に変えて競技に向かいます。大会当日は、結果だけでなく、挑戦する

姿や最後までやり抜く姿にもぜひ温かい拍手を送っていただければ幸いです。引き続き、本

校生徒への温かいご声援をどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ありが

とう』⑧ 

☆鶴中☆ 

☆自慢☆ 


